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大成功！　秋晴れの運動会で

  ９月１２日　本会議　     会期の決定
　　　　　 　　　　　      一般質問
  ９月１３日　本会議　         一般質問
  ９月１４日　本会議　　　　一般質問
  ９月１５日　本会議　　　   請願・陳情の付託
　　　　　 　　　　        議案審議
  ９月１９日
　　　　    決算特別委員会
  ９月２２日　
  ９月２５日　環境建設委員会
  ９月２６日　厚生産業委員会
  ９月２７日　総務委員会
  ９月２８日　文教委員会
  ９月２９日　新庁舎建設・現庁舎敷地活用特別委員会
１０月  ３日　議会運営委員会
１０月  ４日　本会議　　　   議案審議
　　　　　　　　　　      委員会審査意見報告

〜

立川市議会政治倫理審査会委員

◇◇政治倫理について◇◇

●決算特別委員会　　　　・・・２面
●主な議案、議案賛否　　  ・・・３面
●一般質問　　　　　 ・・・４～６面
●委員会の活動   　　　    ・・・７面
●意見書、請願・陳情
　次回定例会日程表（予定）
　　　　　 　              　  ・・・８面

　平成18年第３回市議会定例会は、９月12日から10月４日までの23日間の会期で開かれました。
　本定例会では、市長提出議案である平成17年度立川市一般会計及び８つの特別会計の決算が９件、「平
成18年度立川市一般会計補正予算（第２号）」など補正予算が５件、「立川市乳幼児医療費助成条例の一部
を改正する条例」など条例が４件、契約について１件の計19件のほか、議員提出議案７件、請願５件･陳情
４件を慎重に審議しました。
　この結果、一般会計及び各特別会計の決算を認定し、その他の市長提出議案を原案どおり可決しました。
　一般会計及び各特別会計決算の審査にあたっては、決算特別委員会（太田光久委員長ほか９人）を設置
し、９月19日から22日までの４日間で集中的に審査を行いました。
　また、議員提出議案として、「飲酒運転及び飲酒ひき逃げに対する対策の強化を求める意見書」など意
見書５件を可決、「立川市高齢者自立支援型ベッド貸与事業条例」及び「立川市障害者自立支援法の施行
に伴う利用者負担軽減条例」は賛成少数で否決されました。
　請願･陳情については、提出された９件全てを採択しました。
◎一般質問は、23人の議員が市政全般にわたって行いました。

◎中川　瑞代           ○山川　昌一
　城戸　尊江           大森　恒治
　石見喜三郎　　　　 早川　　輝
　稲橋ゆみ子　　　　中山ひと美
　岩元喜代子　  ◎会長　○副会長

　平成16年第2回定例会において「立川市議会議員政治倫理
条例」が議員提出議案で提出・可決されています。
　条例では、議員が守るべき政治倫理基準を定めているほか、
全議員に政治倫理条例を遵守する旨の宣誓書の提出を義務
づけています。
　また、市民等からの請求に基づき、議員の政治倫理につ
いて審査する「立川市議会政治倫理審査会」を設置してい
ます（市民３名以内、有識者３名以内、議員４名以内）。
平成18年７月の議員の改選に伴い、審査会の委員も変更が
ありました。

第3回　定例会



　
決
算
特
別
委
員
会
は
、９
月
１９
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
４
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
、平
成
１７
年
度
の
一
般
会
計
及
び
８
つ
の
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
総
合
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計(

競
輪
、国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
の
各
事
業)
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、特
別
会
計（
下

水
道
、駐
車
場
、診
療
、受
託
水
道
、老
人
保
健
医
療
の
各
事
業
）に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
、認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

委

員

長

副
委
員
長

〃

委

員

〃

太
田
　
光
久

古
屋
　
直
彦

岩
元
喜
代
子

早

川

　

輝 

中
山
ひ
と
美

委

員

〃〃〃〃

梅
田
　
春
生 

大
沢
　
　
豊 

上
條
　
彰 

一

堀
　
　
憲 
一 

佐
藤
　
寿
宏

決
算
特
別
委
員
会
委
員

★
　
現
行
の
施
策
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
困
難
な
財
政
状
況
の
中
、少
子
化
対
応

の
施
策
や
入
札
契
約
制
度
改
革
等
の
効
果
的
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
評
価
す
る
。

★
　
税
の
収
納
率
を
７
年
連
続
で
改
善
し
た
こ
と
、中
央
図
書
館
割
賦
金
の
繰
上

げ
償
還
を
行
い
、将
来
の
財
政
負
担
を
２
億
５
０
０
０
万
円
軽
減
さ
せ
た
こ
と

は
評
価
に
値
す
る
。

★
　
各
経
費
で
よ
り
一
層
の
努
力
を
求
め
る
課
題
も
あ
る
が
、厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、地
域
主
権
、市
民
参
画
の
模
範
と
な
る
行
政
運
営
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

評
価
す
る
。

★
　
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
初
年
度
で
、給
与
制
度
の
見
直
し
等
の
内
部
努
力
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、歳
入
の
確
保
に
よ
り
約
２１
億
円
の
改
善
効
果
を
上
げ
ら

れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

★
　
経
営
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、市
の
株
式
会
社
化
や
営
利
企
業
化
を
進
め
、こ

れ
ま
で
に
な
い
激
痛
を
市
民
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
重
大
問
題

で
あ
る
。

★
　
新
庁
舎
建
設
を
最
優
先
で
進
め
る
一
方
で
、市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
独
自
の

施
策
を
か
た
く
な
に
拒
否
し
続
け
る
姿
勢
は
、到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

★
　
以
前
に
も
指
摘
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
、支
出
書
類
の
不
整
合
な
ど
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、予
算
の
厳
正
な
執
行
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

★
　
基
金
残
高
が
順
調
に
増
え
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、本
来
は
も
っ
と
福
祉

に
回
す
べ
き
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。社
会
的
弱
者
に
対
す
る
施
策
を
新
た
に

つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

平
成
１７
年
度
各
会
計
決

算
に
対
す
る
要
望
意
見

18.4.1現在　人口173,307人（外国人含む）

１
　
市
民
参
加
に
つ
い
て
は
、

幅
広
い
市
民
の
み
な
さ
ん

の
声
が
反
映
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
進
め
ら

れ
た
い
。

２
　
特
命
随
意
契
約
に
つ
い

て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
を
設
け
て
対
応
し
て
い

る
が
、
引
き
続
き
改
革
を

進
め
ら
れ
た
い
。

３
　
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
事
情
に
よ

る
交
付
金
の
減
額
や
政
令

控
除
な
ど
不
合
理
な
制
度

上
の
問
題
改
善
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
国
に
対
し
て
強

く
申
し
入
れ
を
さ
れ
た
い
。

４
　
退
職
金
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
財
源
確
保
に
努

め
ら
れ
た
い
。

５
　
市
民
総
合
賠
償
補
償
保

険
に
つ
い
て
は
、
市
民
と

の
協
働
と
い
う
視
点
で
、

さ
ら
に
充
実
さ
れ
た
い
。

６
　
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
わ
か
り
や

す
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善

を
検
討
さ
れ
た
い
。

７
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
内
容
の
充
実
に

努
め
ら
れ
た
い
。

８
　
自
治
会
に
対
す
る
助
成

金
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

受
付
窓
口
を
統
一
す
る
な

ど
検
討
さ
れ
た
い
。

９
　
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い

て
は
、
廃
止
を
含
め
た
見

直
し
を
さ
れ
た
い
。

１０ 

自
転
車
整
理
指
導
員
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
人
員
配

置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

１１
　
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
ら
れ
た
い
。
　
　

１２
　
防
災
無
線
を
利
用
し
た

子
ど
も
の
見
守
り
啓
発
放

送
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
市
民
に
関
心
を
持
っ
て

聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

１３
　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
、
公
共

の
場
で
周
囲
の
迷
惑
と
な

る
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
、

警
察
と
連
携
し
な
が
ら
毅

然
と
し
た
態
度
で
対
応
さ

れ
た
い
。

１４
　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

記
載
さ
れ
て
い
る
町
別
の

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
周
知
に
努
め
ら
れ

た
い
。

１５
　
よ
い
と
祭
り
に
つ
い
て
は
、

開
催
場
所
を
検
討
さ
れ
た 

い
。

１６
　
砂
川
支
所
で
の
期
日
前

投
票
に
つ
い
て
は
、
期
間

延
長
な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
。

１７
　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
と
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
さ
ら
に

進
め
、
未
然
防
止
と
早
期

発
見
に
引
き
続
き
努
め
ら

れ
た
い
。

１８
　
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
事
業
の
拡
充
に
努

め
ら
れ
た
い
。

１９
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
充
実

に
努
め
ら
れ
た
い
。

２０
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
対
象
で

あ
る
中
高
生
の
意
見
を
尊

重
し
、
真
に
健
全
な
居
場

所
と
な
る
よ
う
早
期
実
施

に
努
め
ら
れ
た
い
。

２１
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
意
見
を
尊
重
し
事

業
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２２
　
成
年
後
見
人
制
度
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
周
知
に

努
め
ら
れ
た
い
。

２３
　
ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
居

場
所
作
り
と
い
う
観
点
か
ら
、

市
と
し
て
支
援
の
拡
充
に

努
め
ら
れ
た
い
。

２４
　
育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
に

つ
い
て
は
、
課
題
解
消
と

事
業
の
拡
充
に
努
め
ら
れ

た
い
。

２５
　
保
育
園
・
学
童
保
育
所

の
待
機
児
解
消
に
は
引
き

続
き
努
め
ら
れ
た
い
。

２６
　
入
浴
券
、
タ
ク
シ
ー
券
、

ガ
ソ
リ
ン
券
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
本
来
の
目
的
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
適
切
に
対
応
さ
れ
た
い
。

２７
　
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
自
立
の
実
現
に

向
け
、
さ
ら
に
努
力
さ
れ

た
い
。

２８
　
健
康
会
館
を
訪
れ

　
る
市
民
の
た
め
に
、

　
随
時
駐
車
場
の
確
保

　
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２９
　
ご
み
減
量
の
具
体

　
的
取
り
組
み
に
つ
い

　
て
は
、
鋭
意
努
力
さ

　
れ
た
い
。

３０
　
健
診
事
業
に
つ
い
て
は
、

周
知
に
努
め
、
受
診
者
の

増
加
を
図
ら
れ
た
い
。

３１
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
就

業
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
に
か
ん
が
み
、

さ
ら
な
る
拡
充
に
努
め
ら

れ
た
い
。

３２
　
都
市
農
業
発
展
の
た
め
、

立
川
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に

さ
ら
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３３
　
駅
北
口
用
地
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
・
意
見
を
踏
ま
え
、

市
民
の
た
め
に
活
用
さ
れ

る
も
の
と
な
る
よ
う
鋭
意

検
討
さ
れ
た
い
。

３４
　
公
園
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
高
齢
者
な
ど
善
意

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

生
か
さ
れ
る
よ
う
検
討
さ

れ
た
い
。

３５
　
街
路
樹
の
せ
ん
定
に
当

た
っ
て
は
、
実
施
時
期
に

つ
い
て
地
元
の
要
望
を
聞

く
な
ど
調
整
に
努
め
ら
れ

た
い
。

３６
　
く
る
り
ん
バ
ス
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
使
い
や
す
い
バ
ス

と
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

３７
　
残
堀
川
の
遊
歩
道
に
つ

い
て
、
一
部
危
険
な
箇
所

が
あ
る
の
で
、
歩
道
設
置

に
つ
い
て
都
に
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

３８
　
消
防
団
第
六
分
団
の
老

朽
化
し
た
詰
所
の
建
て
か

え
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

2

正確かつ見やすい表示を
（市役所前駐車場案内システム）

多忙な自転車整理業務

早急な建てかえが望まれる

総額　59,197,067千円　　市民一人当たり　市税負担額　193,782円

総額　58,008,188千円　　市民一人当たり　支出額　　334,713円

市税
33,583,834千円
56.7％

その他市
債

地
方
消
費
税

交
付
金

国庫支出金
7,944,043千円
13.4％

都支
出金

2,582,000千円　4.4％

2,114,808千円　3.6％

4,787,142千円　8.1％

8,185,240千円　13.8％

4,979,313千円　8.6％

民生費
23,604,873千円
40.7％

教育費
9,195,316千円
15.9％

総務費
8,328,914千円
14.3％

公債費土木費 衛生費 その他

4,870,103千円　8.4％

4,113,513千円　7.1％

2,916,156千円　5.0％

一般会計決算の討論（ 要旨 ）一般会計決算の討論（ 要旨 ）一般会計決算の討論（ 要旨 ）一般会計決算の討論（ 要旨 ）一般会計決算の討論（ 要旨 ）



　 平成18年度立川市一般会計補正予算（第2号）
　歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億７千405万５千円追加するもの。
補正後の歳入歳出予算の金額は、580億４千360万５千円。

　 立川市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　現役並みの所得がある70歳以上の高齢者の医療費一部負担割合を２割か
ら３割へと改正する。また、出産育児一時金について、32万円から35万円
に改正するものなど。

　 立川市高齢者自立支援型ベッド貸与事業条例
　軽度者（要支援１・２及び要介護１）が自立した在宅生活をおくれるよ
　う、介護報酬の改定により介護保険給付の対象外となったベッドの利用
　を保障するもの。

　 立川市障害者自立支援法の施行に伴う利用者負担軽減条例
　支援費制度時のサービスを基本として、自立支援医療を除く新たな制度
についても利用料を全額無料とし、施設における食費については、50％の
負担軽減をおこなうもの。

可 決

可 決

否 決

否 決

３９
　
施
設
の
雨
漏
り
な
ど
の

修
繕
に
つ
い
て
は
、
そ
の

原
因
究
明
に
努
め
、
適
切

な
対
応
を
さ
れ
た
い
。

４０
　
学
校
図
書
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
充
実
を
図
ら
れ

た
い
。

４１
　
公
民
館
の
受
付
事
務
に

つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、

受
付
時
間
の
見
直
し
を
早

急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

４２
　
八
ヶ
岳
山
荘
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
利
便
を
図
る
方

向
で
運
営
に
努
め
ら
れ
た 

い
。

４３
　
教
員
の
人
材
確
保
と
育

成
に
市
と
し
て
取
り
組
み
、

立
川
の
教
育
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

４４
　
学
校
施
設
に
お
け
る
天

井
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

４５
　
学
校
で
使
用
し
て
い
た

焼
却
炉
に
つ
い
て
は
、
安

全
か
つ
適
正
に
保
管
し
、

処
理
さ
れ
た
い
。

４６
　
国
民
健
康
保
険
の
資
格

証
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、

制
度
の
周
知
の
徹
底
と
適

切
な
運
用
を
図
ら
れ
た
い
。

４７
　
国
民
健
康
保
険
事
業
に

対
し
て
は
、
安
定
運
営
に

向
け
、
引
き
続
き
国
に
対

し
て
制
度
の
是
正
を
求
め

ら
れ
た
い
。
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国
民
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ど
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４９
　
介
護
保
険
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査
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は
、
適
正
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護
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。
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議会を知ろ
う澀シリーズ

　市長が提出した、一会計年度の歳入歳出予算の執行の実績であ
る決算について、議会がその内容を審査した上で、収入・支出が
適法かつ正当に行われたかどうかを確認すること。
　立川市議会では、今議会において10名の委員で構成される決算
特別委員会に案件を付託し、4日間の日程で審査を行った後、最終
的に本会議で採決しました。

「決算の認定」ってなんだろう？

自…たちかわ自民党　公…公明党　フ…市民フォーラム
共…日本共産党立川市議会議員団
社…社会民主党　み…みどり立川　市…市民の党
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号
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果
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（　）は議員数　○賛成　×反対　△退席

平成17年度立川市一般会計歳入歳
出決算
平成17年度立川市特別会計競輪事
業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計国民健
康保険事業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計下水道
事業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計駐車場
事業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計診療事
業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計受託水
道事業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計老人保
健医療事業歳入歳出決算
平成17年度立川市特別会計介護保
険事業歳入歳出決算
立川市公共下水道西砂川雨水第1幹
線築造第9期工事請負変更契約
立川市地区計画区域内建築物制限条
例の一部を改正する条例
立川市ひとり親家庭等医療費助成条
例の一部を改正する条例
立川市乳幼児医療費助成条例の一部
を改正する条例
立川市国民健康保険条例の一部を改
正する条例
平成18年度立川市一般会計補正予
算（第2号）
平成18年度立川市特別会計国民健
康保険事業補正予算（第１号）
平成18年度立川市特別会計下水道
事業補正予算（第１号）
平成18年度立川市特別会計駐車場
事業補正予算（第１号）
平成18年度立川市特別会計介護保
険事業補正予算（第１号）
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立川市高齢者自立支援型ベッド貸与事
業条例
立川市障害者自立支援法の施行に伴う
利用者負担軽減条例
ドクターヘリの全国配備へ新法制定を求
める意見書
飲酒運転及び飲酒ひき逃げに対する対
策の強化を求める意見書
出資法の上限金利引き下げに関する意
見書
児童扶養手当の減額率の緩和に関する
意見書
患者の生命と健康を守るために、安全・
安心の医療と看護の実現につながる医師・
看護師等の増員を求める意見書

上限金利の引き下げ等により、中小零細
事業者・消費者等の健全な生活を守り、
多重債務問題を根絶するため、「出資の
受入れ、預り金及び金利等の取締りに関
する法律」及び「貸金業の規制等に関す
る法律」の改正を求める請願
墓地造営に対し、良好な市民の生活環
境を守るため十分な対策を求める請願

立川市立看護専門学校に関する請願

障害者自立支援法施行後においても障害
者が地域で生活できることを求める請願
出資法の上限金利引き下げに関する請
願
立川市廃棄物処理及び再利用促進条例
の見直しを求める陳情
立川市が所有する、施設の使用料につ
いて、障害者が利用した場合、使用料の
減免を求める陳情
児童扶養手当の減額率の緩和に関する
陳情
患者様の生命と健康を守るために、安全・
安心の医療と看護の実現につながる医師・
看護師等の増員を求める陳情
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